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2021 年 3 月 31 日をもって副センター
長 を 離 任 い た し ま し た。 私 が 着 任 し た
2019 年 4 月 1 日 は、 新 元 号 で あ る『 令
和』が公式に発表された日でしたが、そ
のニュースを羽田空港内のお蕎麦屋さん
の中で聞き、新元号の新たな響きと、大
いなる不安ともに北京への第一歩を踏み
出したことを今でも鮮明に覚えています。
振り返ってみると 2 年間はあっという間
でしたが、無事、次期副センター長の成
瀬さんにバトンタッチすることができ、
安心しているところです。

実は、着任まで中国とは特に縁があっ
たわけではなかったのですが、任期を終
える頃には、中国のことが大好きになっ
ていました。JSPS 中国同窓会会長の孫先
生をはじめ、シンポジウム等のイベント
でお会いした中国人研究者の先生方はい

つも暖かく私に接してくださいました。
また、日本大使館をはじめとする政府系
機関で日中友好に日々尽力されている日
本人職員や、長年にわたり中国に在住し、
中国社会に溶け込んで生き生きと生活し
ている日本人の友人達（中国人より中国
のことに詳しそうな人も？）がこれほど多
くいるということも驚きで、大いに刺激
を受けた 2 年間でした。私の中での中国
の印象を一言でまとめると、中国は人口・
国土をはじめ何事にもスケールが大きく

（『全てにおいて日本の 10 倍』は廣田先生
の口癖）、人々の性格もおおらかで優しい

（電車で席を譲るのは日常茶飯事）という
ことに尽きるかと思います。短い間では
ありましたが、北京センターでの２年間
は、私の人生において大変貴重な経験と
なりました。

JSPS 中国同窓会総会
（南京農業大学湖熟菊花基地、2019.11.03）

4 月 1 日付で副センター長を拝命しま
した成瀬雅也（なるせまさや）です。今回、
コロナ禍の下でビザの発給が大幅に遅れ、
入国に際しては青島で 3 週間の隔離生活
を必要としたため、実際に北京に到着し
たのは 6 月に入ってからでした。まだ、
右も左も分からない状態で、現在生活の
立ち上げと業務の把握に四苦八苦してい

るところです。
これまで、文部科学省をはじめとした

政府系機関や大学等で、主として国際交
流に関わる業務に従事してきました。中
国との関わりはあまりなく、今回の赴任
が決定してから慌てて中国語の勉強を始
めたくらいですが、九州の 2 つの大学で
国際担当課長を務めていた時に、留学生
の半数近くを占める中国出身の留学生が、
異国である日本でそれぞれの目標を持っ
て奮闘する姿を通して、日々成長してい
く中国という国のエネルギーを感じてい
ました。当時、海外同窓会開催のため訪
れた北京で立ち寄った JSPS 北京センター
に縁あって勤務することになり、大きな
喜びを感じています。

最後に、この 2 年間、北京センター長
の廣田先生をはじめ、私を支えてくださっ
た全ての皆様にこの場を借りて感謝申し
上げます。新型コロナウイルス感染症の
終息後は、家族や友人を連れて北京を訪
問し、北京の良さを一人でも多くの方に
伝えたいと思っています（ちなみに私の
お気に入りは天壇公園）。ありがとうござ
いました。

当面、北京センターは日本人職員 1 名、
現地職員 2 名の最小限の体制になります
が、これまで北京センターが培ってきた
JSPS 中国同窓会、現地大学・対応機関や
日本の現地機関などとの関係を絶やすこ
となく、昨年以来コロナにより中断を余
儀なくされている業務やイベントの再開
に努めるとともに、日中の研究者支援や
国際交流といったセンター本来の使命を
着実に果たしていきたいと思います

国内外の情勢が落ち着いた頃には、中
国思想と世界遺産、『史記』や『三国志』
で親しんだ中国史の世界を感じられる旅
に出られる日が来ることを信じて、頑張っ
ていきたいと思いますので、今後ともよ
ろしくお願いいたします。副センター長　成瀨雅也
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